
12 月定例会を開催
議員５名が一般質問
　①大泉議員　全国学力テスト結果の課題と今後の対応
　　　　　　　について
　②上地議員　自治会の存続について
　③鈴木議員　地域環境と調和した再生可能エネルギー
　　　　　　　発電について　ほか
　④森賀議員　教育施設の利用について
　⑤川村議員　大空町内の除雪について
議会報告会を開催
視察調査を実施
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YouTube のQRコードはこちら

12月定例会12月定例会
令和6年令和6年

12月17日～18日12月17日～18日

藻琴山の水を女満別に！
網走市から原水の供給を受ける協議

YouTube のQRコードはこちら

11月臨時会11月臨時会
令和6年令和6年

11月25日11月25日

一般会計予算に
1,554万円追加補正
補正予算について審議

定

例

会

定

例

会

臨

時

会

等
を
減
ら
し
て
い
け
ば
、
１

日
あ
た
り
約
３
０
０
立
米
減

り
、
今
後
の
人
口
減
少
等
を

考
え
る
と
最
終
的
に
は
約
１
，

０
０
０
立
米
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
間
、
網

走
市
か
ら
来
る
水
と
昭
和
浄

水
場
の
新
し
い
施
設
で
作
っ

て
い
る
水
に
つ
い
て
は
、
併

用
し
て
使
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。工

事
請
負
契
約
の
変
更

　
豊
郷
橋
の
橋
梁
補
修
工
事

の
工
事
請
負
金
額
の
変
更
に

つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

　
供
用
開
始
の
時
期
に
つ
い

て
、
不
確
定
要
素
は
あ
り
ま

す
が
、
令
和
12
年
度
供
用
開

始
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
、
女
満
別
地
区

の
水
道
事
業
認
可
の
変
更
。

２
年
程
度
か
け
実
施
設
計
。

平
行
し
て
管
路
の
整
備
工
事

を
３
年
程
度
で
仕
上
げ
、
最

短
で
令
和
12
年
を
目
標
に
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

昭
和
浄
水
場
改
修
に
つ
い
て

�

岩
原
議
員　

問
　
　
　
浄
水
場
の
改
修
、
既

存
の
井
戸
か
ら
汲
み

上
げ
た
部
分
の
処
理
に
つ
い

て
伺
う
。

建
設
課

参
事

　
　
　
昭
和
浄
水
場
は
、
平

成
元
年
か
ら
の
施
設
、

平
成
15
年
に
増
設
し
た
施
設

の
２
系
統
に
分
か
れ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
古
い
側
、
平
成
元

年
建
設
部
分
を
完
全
に
停
止

し
、
平
成
15
年
に
増
設
し
た

施
設
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

使
っ
て
い
き
ま
す
。

　
平
常
時
の
排
水
量
は
、
昭

和
浄
水
場
で
は
大
体
１
日
あ

た
り
１
，
５
０
０
立
米
ぐ
ら

い
の
水
が
流
れ
て
お
り
、
網

走
市
か
ら
１
，
０
０
０
立
米

を
い
た
だ
け
れ
ば
約
５
０
０

立
米
が
不
足
し
ま
す
。
漏
水

指
定
管
理
者
の
指
定

　
公
共
施
設
の
維
持
管
理
を

行
う
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

　
大
空
町
手
数
料
条
例
な
ど

６
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
可
決
し
ま
し
た
。

公
の
施
設
の
区
域
外
設
置

及
び
網
走
市
の
公
の
施
設

を
利
用
す
る
こ
と
に
関
す

る
協
議

　
水
道
施
設
の
共
同
化
に
よ

り
網
走
市
か
ら
原
水
の
供
給

を
受
け
、
女
満
別
地
区
の
水

質
改
善
及
び
相
互
の
経
営
効

率
化
を
図
る
た
め
、
女
満
別

地
区
へ
の
連
絡
管
整
備
に
関

す
る
協
議
に
つ
い
て
審
議
し
、

可
決
し
ま
し
た
。

事
業
計
画
に
つ
い
て

�
上
地
議
員
　

問
　
　
　
負
担
金
、
概
算
事
業

費
、
供
用
開
始
予
定

な
ど
、
ど
の
よ
う
な
計
画
で

進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

建
設
課
参
事

　
　
　
連
絡
管
の
整
備
と
し

て
約
13
億
円
、
浄
水

場
の
改
造
と
し
て
約
３
億
円

程
度
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
網
走
市
へ
の
負
担

金
に
つ
い
て
、
計
画
流
量
比

で
、
網
走
市
が
１
日
あ
た
り

の
水
量
１
万
立
米
、
大
空
町

１
，
０
０
０
立
米
と
な
り
、

11
分
の
１
が
大
空
町
の
負
担
、

約
９
％
程
度
に
な
り
ま
す
。

網
走
市
へ
支
払
う
負
担
金
に

つ
い
て
、
今
後
20
年
間
の
平

均
と
し
て
、
年
間
約
３
６
０

万
円
の
見
込
み
で
す
。

管理施設の名称 指定管理者 指定管理（委託）期間

大空町東藻琴診療所 医療法人社団　双心会 令和７年４月１日から
令和１２年３月３１日まで

大空町女満別研修会館
大空町女満別ゲートボールセンター

一般財団法人大空町
青少年育成協会

令和７年４月１日から
令和１０年３月３１日まで

補
正
予
算

　
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
、
介
護
保

険
事
業
勘
定
特
別
会
計
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
特
別

会
計
、
簡
易
水
道
事
業
会
計
、

下
水
道
事
業
会
計
の
補
正
予

算
に
つ
い
て
審
議
し
、
可
決

し
ま
し
た
。

高
齢
者
等
移
動
支
援
事
業

�

鈴
木
議
員
　

問
　
　
　
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー

を
利
用
し
や
す
く
し

た
制
度
改
正
の
利
用
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

福
祉

課
長

　
　
　
10
月
分
ま
で
の
利
用

実
績
が
対
前
年
比
で

45
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

児
童
セ
ン
タ
ー
児
童
ク
ラ
ブ

等
管
理
運
営
費

�

後
藤
議
員　

問
　
　
　
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に

つ
い
て
、
検
討
し
て

い
る
の
か
伺
う
。

福
祉

課
長

　
　
　
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ

い
て
、
約
２
３
０
万

円
か
か
る
た
め
、
施
設
の
大

規
模
改
修
等
の
際
に
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

多
目
的
運
動
広
場
管
理
費

�

鈴
木
議
員　

問
　
　
　
手
押
し
式
芝
刈
機
１

１
４
万
円
減
額
し
、

乗
用
芝
刈
機
を
新
た
に
購
入

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
受
注

生
産
で
、
繰
越
明
許
費
の
設

定
を
し
、
乗
用
芝
刈
機
を
３

８
１
万
円
で
整
備
す
る
経
過

に
つ
い
て
伺
う
。

生
涯
学
習

課
参
事

　
　
　
　
東
藻
琴
多
目
的
運

動
広
場
の
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
の
グ
リ
ー
ン
及
び

フ
ェ
ア
ウ
エ
イ
用
に
使
用
し

て
い
る
手
押
し
式
芝
刈
機
は
、

平
成
５
年
式
で
老
朽
化
し
て

お
り
、
当
初
予
算
で
機
械
更

新
の
た
め
１
１
４
万
円
計
上

し
て
い
ま
し
た
。

　
当
該
芝
刈
機
に
つ
い
て
は

受
注
生
産
で
、
規
定
の
台
数

に
な
っ
た
場
合
に
生
産
を
す

る
と
い
う
話
で
し
た
が
、
既

定
の
台
数
に
達
せ
ず
、
今
後

の
製
造
を
中
止
す
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

現
在
生
産
を
予
定
し
て
い
る

芝
刈
機
は
乗
用
型
の
三
連
ア

プ
ロ
ー
チ
モ
ア
で
、
当
初
の

手
押
し
式
芝
刈
機
の
予
算
を

減
額
し
、
新
た
に
乗
用
型
芝

刈
機
の
予
算
を
計
上
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
補
正
で
計
上
さ
せ

昭和浄水場

て
い
た
だ
い
た
芝
刈
機
に
つ

い
て
も
発
注
か
ら
納
品
ま
で

６
か
月
か
か
る
た
め
、
今
年

度
中
に
予
算
計
上
し
、
繰
越

明
許
費
を
設
定
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
早
い
段
階
か

ら
の
契
約
行
為
を
行
い
、
来

シ
ー
ズ
ン
に
間
に
合
う
よ
う

対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。例

月
出
納
検
査
報
告

　
８
月
か
ら
10
月
ま
で
の
現

金
の
出
納
状
況
お
よ
び
基
金

の
状
況
に
つ
い
て
、
検
査
結

果
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
ロ
ー
プ
リ
フ
ト
の
頂

上
降
場
付
近
の
照
明

が
暗
く
、
安
全
確
認
に
苦
労

し
て
い
る
状
況
を
現
場
か
ら

話
を
聞
い
て
い
る
が
、
現
場

確
認
を
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

生
涯
学
習

課
参
事

　
　
　
　
ス
キ
ー
協
会
代
表

と
の
協
議
の
中
で
、

夜
間
の
ロ
ー
プ
塔
運
行
管
理

に
お
い
て
、
中
腹
部
の
明
る

さ
が
足
り
ず
管
理
棟
か
ら
見

え
に
く
い
の
で
、
照
明
追
加

設
置
要
望
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
安
全
確
保
の
点
か
ら
、

北
側
の
照
明
の
追
加
に
つ
い

て
も
検
討
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

補
正
予
算

　
冬
季
生
活
支
援
事
業
、
ス

キ
ー
場
管
理
業
務
委
託
料
、

照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
な
ど
一

般
会
計
の
補
正
予
算
に
つ
い

て
審
議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

ス
キ
ー
場
管
理
業
務
委
託
料

�

鈴
木
議
員
　

問
　
　
　
ス
キ
ー
場
の
照
明
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て
、

年
次
計
画
の
更
新
対
応
な
の

か
、
一
時
的
な
修
繕
な
の
か

伺
う
。

生
涯
学
習

課
参
事

　
　
　
　
10
月
に
実
施
し
た

ス
キ
ー
場
の
夜
間

照
明
の
点
検
に
お
い
て
、
斜

面
南
側
３
灯
の
照
明
の
う
ち
、

頂
上
付
近
の
照
明
に
異
常
が

確
認
さ
れ
、
水
銀
灯
の
安
定

器
が
故
障
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
水
銀
灯
の

灯
火
に
必
要
な
安
定
器
は
現

在
生
産
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

故
障
が
確
認
さ
れ
た
投
光
器

に
つ
い
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
る

改
修
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
ほ
か
の
照
明
の
安

定
器
に
異
常
は
確
認
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
財
政
状
況
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
計
画
的
に

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
更
新
を
し
て
い

白かば台スキー場

要
望
意
見
書

　
「
将
来
に
希
望
が
持
て
る

次
期
基
本
計
画
の
改
訂
と
現

場
に
寄
り
添
っ
た
農
業
政
策

の
実
現
を
求
め
る
要
望
意
見

書
」
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し�

た
。

補正予算（歳出）の主な内訳
事　業　名 補正額

職員給与費（給料・職員手当等） 2,804万円
認定こども園施設型給付費 2,802万円
備品購入費（タブレット）� ※ 308万円
備品購入費（乗用芝刈機） 267万円
大空高校交流拠点施設給湯設備増設工事 234万円

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
導
入

検
討
小
委
員
会
に
お
い
て
、

検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
の
議
会
運
営
に
お
い

て
活
用
し
、
会
議
に
お
け
る

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

議会でも
　タブレット
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我が町政を問う

一
般
質
問

一
般
質
問

問
　
　
　
今
年
度
の
結
果
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
て
い
る
の
か
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
授
業
改
善
と
い
っ
た
、

学
校
に
よ
る
教
育
実

践
の
積
み
重
ね
や
、
教
職
員

の
研
修
、
補
助
教
員
の
配
置

な
ど
、
き
め
細
や
か
な
指
導

の
為
の
大
空
町
独
自
の
教
育

支
援
策
を
推
進
し
、
北
海
道

教
育
委
員
会
が
全
道
の
調
査

結
果
を
踏
ま
え
て
示
さ
れ
た

教
育
改
革
の
方
向
性
と
実
践

事
例
も
参
考
に
し
、
適
宜
改

善
等
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
　
　
思
考
や
判
断
、
表
現

力
を
問
う
問
題
や
記

述
式
の
問
題
で
課
題
が
あ
る

と
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
教
育
局
も

分
析
さ
れ
て
い
る
件
で
、
対

応
等
を
講
じ
て
い
る
か
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
思
考
や
判
断
、
表
現

力
、
記
述
式
問
題
で

課
題
が
あ
る
事
は
承
知
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
の
結
果
に
つ
い
て

は
、
中
学
校
の
数
学
は
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
教
育
局
の
分
析
通

り
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
小
学
校
の
国
語
・
算
数
の

正
答
率
が
高
く
、
日
常
的
に

自
分
の
考
え
を
ノ
ー
ト
に
ま

と
め
た
り
す
る
各
活
動
を
重

視
し
、
ノ
ー
ト
づ
く
り
を
継

続
的
に
実
施
し
て
き
た
成
果

が
結
果
に
結
び
つ
い
た
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
始
業
時
間
前
の
朝
の
読
書

タ
イ
ム
、
保
護
者
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
に
よ
る
本
の
読

み
聞
か
せ
活
動
、
移
動
図
書

館
車
に
よ
る
定
期
的
な
本
の

貸
出
し
、
図
書
館
司
書
の
学

校
派
遣
に
よ
る
図
書
室
の
活

用
な
ど
、
読
書
活
動
の
推
進

が
成
果
と
し
て
現
れ
て
き
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
漢
字
の
読
み
書
き
は
、
板

書
ま
た
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
両

方
を
活
用
し
、
漢
字
の
書
き

順
や
つ
く
り
、
読
み
方
な
ど
、

定
着
を
図
る
べ
く
授
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
規
則
正
し
い
生
活
リ

ズ
ム
を
身
に
つ
け
る

事
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

対
応
や
対
応
策
を
講
じ
て
い

る
か
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
子
供
た
ち
一
人
一
人

の
確
か
な
学
力
と
体

力
の
定
着
を
目
指
し
た
大
空

町
学
力
体
力
向
上
プ
ラ
ン
を

策
定
し
、
各
学
校
と
家
庭
が

連
携
協
働
し
た
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
保
護
者

の
皆
さ
ん
へ
ご
家
庭
で
お
願

い
し
た
い
こ
と
と
し
て
、
家

庭
で
の
学
習
習
慣
を
身
に
つ

け
る
た
め
、
親
子
で
学
ぶ
機

会
を
作
り
、
早
寝
早
起
き
朝

ご
は
ん
の
規
則
正
し
い
生
活

習
慣
の
定
着
に
努
め
る
。
テ

レ
ビ
、
ゲ
ー
ム
の
時
間
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
い
方
な

ど
の
ル
ー
ル
を
決
め
る
な
ど
、

11
項
目
を
掲
げ
、
教
育
委
員

会
と
し
て
も
、
積
極
的
な
啓

発
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
各
家
庭
で
の
学
習
時

間
や
習
い
事
の
時
間

に
つ
い
て
、
把
握
し
て
い
る

の
か
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
習
い
事
に
つ
い
て
の

調
査
項
目
は
な
く
、

各
学
校
で
も
特
段
児
童
生
徒

へ
の
調
査
等
は
行
っ
て
い
な

い
た
め
、
教
育
委
員
会
と
し

て
も
把
握
は
出
来
て
い
ま
せ

ん
。

　
各
家
庭
で
の
学
習
時
間
は
、

平
日
に
学
習
塾
や
家
庭
教
師
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
学
習
す
る
時
間
を
含
め
、

学
校
の
授
業
時
間
以
外
に
、

１
日
当
た
り
ど
の
く
ら
い
の

時
間
勉
強
し
て
い
る
の
か
の

調
査
項
目
が
あ
り
、
小
学
校

で
は
、
２
時
間
以
上
が
１
０
．

２
％
、
中
学
校
で
は
、
同
じ

く
２
１
．
８
％
の
結
果
で
す
。

問
　
　
　
平
均
正
答
率
よ
り
学

力
が
下
回
っ
て
い
る

児
童
生
徒
に
対
し
て
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
授
業
に
お
い
て
個
に

応
じ
た
指
導
を
行
い
、

学
校
ご
と
に
工
夫
を
し
、
家

庭
学
習
を
定
着
さ
せ
る
た
め

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

全国学力テスト結果の課題
と今後の対応について 「やればできる」

私の好きな言葉の１つで
す。ある芸人さんの売り
文句と記憶があります
が、皆さんも、本当にそ
う思いませんか？

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
イ
ン

ス
ト
ー
ル
し
て
い
る
学
習
ド

リ
ル
ソ
フ
ト
は
、
学
校
以
外

で
、
各
家
庭
に
て
個
々
の
力

に
応
じ
て
取
り
組
む
こ
と
が

出
来
、
学
力
定
着
に
有
効
に

活
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
教
育
委
員
会
と
し

て
は
、
こ
れ
ら
の
学
校
で
の

取
り
組
み
の
ほ
か
、
家
庭
学

習
の
質
を
高
め
、
子
供
た
ち

の
学
習
、
生
活
改
善
が
図
ら

れ
、
小
・
中
学
校
で
切
れ
目

の
な
い
一
貫
し
た
指
導
が
で

き
る
よ
う
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
おお

泉
いずみ

 知
とも

功
のり

 議員
👈　大泉議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。（15分 50秒から）

結
果
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
か

教
育
長
▼
調
査
結
果
を
踏
ま
え
適
宜
改
善
等
図
っ
て
い
き
た
い

問
　
　
　
自
治
会
は
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
核

と
し
て
、
高
齢
者
、
障
が
い

者
、
子
供
の
見
守
り
、
集
会

施
設
の
管
理
、
環
境
美
化
、

清
掃
活
動
、
防
災
、
防
火
、

防
犯
、
交
通
安
全
、
行
事
な

ど
、
様
々
な
地
域
の
取
り
組

み
を
担
っ
て
き
た
が
、
全
国

的
に
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
、
生
活
ス
タ
イ
ル
の
多
様

化
な
ど
に
よ
り
、
自
治
会
に

加
入
す
る
人
が
減
っ
て
お
り
、

担
い
手
不
足
、
活
動
減
少
に

よ
る
地
縁
の
希
薄
化
な
ど
、

存
続
自
体
が
危
惧
さ
れ
て
い

る
が
、
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
町
内
の
自
治
会
数
は

48
自
治
会
で
す
。
活

動
に
つ
い
て
は
、
道
路
や
駅

前
周
辺
、
河
川
な
ど
の
環
境

美
化
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、

交
通
安
全
や
防
犯
、
防
災
、

ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
交
流
、
高
齢
者
、
女

性
、
青
少
年
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
の
影

響
や
自
治
会
へ
の
加
入
者
の

減
、
役
員
の
担
い
手
不
足
な

ど
の
課
題
も
あ
り
、
11
月
16

日
に
、
自
治
会
連
合
会
が
主

催
と
な
り
、
研
修
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
各
自
治
会
長

や
役
員
の
方
38
名
が
参
加
し
、

他
の
自
治
体
で
の
事
例
発
表

や
、
今
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

組
織
づ
く
り
、
仕
組
み
づ
く

り
な
ど
の
提
案
を
伺
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　
町
と
し
て
は
引
き
続
き
、

自
治
会
連
合
会
と
連
携
を
図

り
、
課
題
解
決
に
向
け
支
援

を
し
た
い
。

住
民
課
長

　
　
　
自
治
会
加
入
率
は
、

現
在
で
７
４
．
８
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
令
和
４
年
４
月
総
務

省
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
に
関
す
る
研
究
報
告

書
で
、
課
題
と
し
て
は
自
治

会
の
Ｄ
Ｘ
が
遅
れ
て
お
り
、

高
齢
者
の
方
は
不
慣
れ
な
方

が
多
い
と
、
連
絡
だ
け
で
も

Ｄ
Ｘ
を
図
る
と
い
う
こ
と
は
、

災
害
時
の
早
期
の
連
絡
調
整

に
も
使
え
る
。
感
染
症
対
策

の
一
環
と
し
て
も
今
後
積
極

的
に
活
用
し
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
自
治
体
に
よ

っ
て
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
教
室
を
開

い
た
り
、
加
入
促
進
の
取
り

組
み
と
し
て
、
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
を
派
遣
し
て
、
講
演
、
研

修
、
対
面
交
流
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
も
開
催
し
た
り
、

加
入
促
進
の
チ
ラ
シ
作
成
、

自
治
会
に
加
入
し
て
い
る
方
、

加
入
し
て
な
い
方
に
交
流
の

場
を
設
け
た
場
合
に
も
支
援

を
し
て
い
る
。
動
画
と
か
で

も
自
治
体
の
自
治
会
の
活
動

内
容
と
か
も
出
て
く
る
の
で
、

若
い
人
に
も
理
解
し
て
い
た

だ
く
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ

の
よ
う
な
取
り
組
み
も
し
っ

か
り
と
活
用
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
考
え
る
が
。

町
長

　
　
　
町
か
ら
発
信
す
る
イ

ベ
ン
ト
や
行
事
な
ど

の
お
知
ら
せ
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
そ
ら
ナ
ビ
を
活
用
し
、

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
自
治
会
内
で
の
運
用
に

つ
い
て
は
、
自
治
会
内
で
検

討
い
た
だ
く
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。
先
ほ
ど
話
に
あ
り

ま
し
た
研
修
会
で
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
た
提
案
も
あ
り
、

早
速
活
用
を
検
討
し
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
と
伺
っ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
取
組
を
参

考
に
す
る
と
と
も
に
、
様
々

な
先
進
的
な
事
例
も
あ
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
情
報
を
集

め
、
各
自
治
会
に
対
し
、
情

報
提
供
で
き
る
よ
う
、
自
治

会
連
合
会
と
連
携
し
、
取
り

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
と
し
て
は
転
入

さ
れ
た
方
に
対
し
て
、
自
治

会
活
動
に
つ
い
て
説
明
し
、

加
入
に
つ
い
て
ご
検
討
を
お

願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
加
入
の
促
進
に
つ
い
て
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
の
部
分
に

つ
い
て
は
引
き
続
き
自
治
会

連
合
会
と
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

問
　
　
　
網
走
市
の
町

内
連
合
会
が

10
年
ぶ
り
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
い
、
会
員

の
高
齢
化
、
役
員
の

成
り
手
が
い
な
い
、

参
加
人
数
が
集
ま
ら

な
い
、
な
ど
の
理
由

か
ら
過
去
３
年
の
う

ち
に
８
自
治
会
が
解

散
し
た
こ
と
も
出
て

お
り
、
私
た
ち
の
町

も
世
帯
数
が
少
な
い

こ
の
ま
ま
で
は
自
治
会
が
な
く
な
る

町
長
▼
課
題
解
決
に
向
け
支
援
す
る

自治会の存続について 私の自治会も、人口減や高
齢化で役員の成り手がいない
ため、活動が減っています。
今後も課題に真剣に向き合わ
なければいけないと考えてい
ます…

と
こ
ろ
も
あ
り
、
高
齢
化
も

進
ん
で
い
ま
す
。
解
散
し
た

い
自
治
会
も
出
て
く
る
の
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
単
独
で

維
持
で
き
な
い
場
合
に
広
域

で
ど
う
や
っ
て
活
動
し
て
い

く
か
、
し
っ
か
り
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

町
長

　
　
　
大
空
町
発
足
当
初
か

ら
自
治
会
の
再
編
に

つ
い
て
は
、
様
々
な
機
会
に

お
い
て
協
議
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。
合

併
に
つ
い
て
は
、
意
思
が
あ

る
自
治
体
か
ら
ご
相
談
が
あ

れ
ば
、
一
緒
に
な
っ
て
対
応

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

上
うえ

地
ち

 史
ふみ

隆
たか

 議員
👈　上地議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。（35分 18秒から）
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我が町政を問う

一
般
質
問

一
般
質
問

問
　
　
　
太
陽
光
発
電
施
設
が

本
町
で
も
増
加
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
藻
琴
山

山
麓
地
域
に
風
力
発
電
施
設

設
置
に
関
す
る
調
査
の
問
合

せ
が
あ
っ
た
と
も
聞
き
ま
し

た
。

　
令
和
４
年
12
月
に
、
環
境

と
調
和
し
た
太
陽
光
発
電
の

推
進
に
つ
い
て
質
問
し
た
際

に
は
、
現
状
を
確
認
し
、
地

域
住
民
の
意
見
を
聞
き
、
条

例
制
定
の
必
要
性
を
内
部
検

討
し
て
い
く
と
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　
大
空
町
が
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
ー
宣
言
後
、
関
係
企

業
、
団
体
か
ら
、
本
町
で
の

事
業
展
開
に
つ
い
て
関
心
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
環
境
と
調
和

し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
推
進
に
関
す
る
町
民
合

意
の
基
本
的
確
認
事
項
を
条

例
と
し
て
規
定
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
見
解
を

伺
う
。

町
長

　
　
　
令
和
６
年
第
１
回
議

会
定
例
会
で
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ー
を
宣
言
し

ま
し
た
。

　
２
０
５
０
年
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
達
成
す

る
に
は
、
行
政
だ
け
で
は
な

く
、
町
民
、
事
業
者
の
取
組

が
不
可
欠
で
、
現
在
、
地
球

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
区
域

施
策
編
を
策
定
中
で
す
。

　
環
境
省
の
地
域
経
済
循
環

分
析
で
は
、
本
町
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
は
、
地
域
で
使
用
し
て

い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
約
21
倍

で
す
が
、
利
用
可
能
方
法
は

未
把
握
で
す
。

　
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
、
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
に
向
け
て
の
シ
ナ
リ

オ
作
り
、
太
陽
光
、
風
力
、

バ
イ
オ
マ
ス
、
温
泉
熱
、
水

力
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
把
握

し
て
利
用
可
能
性
を
探
っ
て

い
き
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
以
降
、
発
電

事
業
関
係
企
業
等
数
社
か
ら
、

長
期
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
活
用
に

よ
る
地
球
温
暖
化
対
策
、
地

域
経
済
活
性
化
、
地
域
雇
用

創
出
、
地
域
課
題
解
決
に
貢

献
し
た
い
と
い
う
趣
旨
の
説

明
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
大
空
町
と
し
て
は
、
現
在
、

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

区
域
施
策
編
の
策
定
中
で
あ

る
こ
と
。
ま
た
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進
区
域
設
定

を
令
和
７
年
度
中
に
策
定
検

討
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
、

地
域
理
解
を
得
た
上
で
な
け

れ
ば
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
発
電
事
業
の
事
業
実
施
は

難
し
い
と
い
う
見
解
を
示
し

て
い
ま
す
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
施
設
設
置
に
関
す
る
条
例

は
、
国
や
北
海
道
の
環
境
配

慮
基
準
等
と
先
行
自
治
体
の

条
例
等
を
参
考
に
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
条
例
に
は
、
設
置
や
管
理

の
基
準
、
災
害
防
止
、
自
然

環
境
保
護
、
撤
退
時
の
適
切

な
措
置
を
規
定
す
る
方
針
で

す
。

　
町
民
や
事
業
者
と
の
協
力

を
深
め
な
が
ら
、
地
域
社
会

へ
の
貢
献
と
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
を
実
現
す
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
推
進
す

る
考
え
で
す
。

問
　
　
　
地
域
環
境
と
調
和
し

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
に
関
す
る
大
空
町

内
の
促
進
区
域
設
定
検
討
は
、

安
全
安
心
の
観
点
か
ら
天
災
、

災
害
へ
の
対
応
が
必
要
で
す
。

そ
の
中
で
も
藻
琴
山
は
、
地

域
の
水
源
と
し
て
重
要
な
位

置
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
風
力
発
電
を
推
進
す
る
場

合
は
、
森
林
や
保
安
林
に
配

慮
し
て
進
め
る
こ
と
を
明
記

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
見
解
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
推
進
は
、
環
境

と
の
調
和
が
最
重
要
で
あ
り
、

令
和
７
年
度
に
向
け
て
、
条

例
を
検
討
中
で
す
が
、
推
進

区
域
と
除
外
区
域
を
明
確
に

し
、
地
滑
り
や
急
傾
斜
地
、

土
砂
災
害
の
懸
念
が
あ
る
場

所
、
文
化
財
保
護
区
域
、
鳥

獣
法
に
関
連
す
る
地
域
は
除

外
し
、
水
源
地
の
藻
琴
山
な

ど
は
し
っ
か
り
守
っ
て
い
く

方
針
で
す
。

　
風
力
や
太
陽
光
発
電
も
含

め
、
環
境
・
自
然
・
景
観
を

守
り
つ
つ
、
適
切
な
場
所
で

事
業
を
進
め
る
姿
勢
を
示
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

推
進
に
む
け
た
基
本
的
確
認
事
項
の
制
定
を

町
長
▼
地
域
と
の
調
和
を
基
本
に
検
討
を
進
め
る

地球地域環境と調和した、再生
可能エネルギー発電について 将来展望を明確にし、未

来志向のまちづくりを進
める観点から質問しまし
た。

鈴
すず

木
き

 秀
ひで

之
ゆき

 議員
👈　鈴木議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。

郷土資料、文化財資料の保存活用について
ふるさとに伝わる知恵と経験を未来へ
教育長▶郷土資料展示施設の集約化を検討

問
　
　
　
未
来
志
向
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
上
で

は
、
歴
史
に
学
び
ふ
る
さ
と

に
伝
わ
る
知
恵
と
経
験
を
未

来
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
町
民
か
ら
寄
贈
い
た
だ
い

た
開
拓
当
時
の
生
活
文
化
、

産
業
活
動
等
に
関
す
る
資
料

は
、
郷
土
の
貴
重
な
財
産
で

あ
る
。
現
在
、
郷
土
資
料
、

文
化
財
資
料
が
展
示
、
保
管

さ
れ
て
い
る
各
施
設
は
、
老

朽
等
課
題
を
抱
え
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

　
施
設
の
建
て
替
え
構
想
の

あ
る
女
満
別
研
修
会
館
資
料

室
の
収
蔵
資
料
の
管
理
、
取

扱
い
方
針
を
早
期
に
策
定
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
見

解
を
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
女
満
別
研
修
会
館
で

は
、
第
１
資
料
室
に

は
農
機
具
や
大
型
の
民
具
、

歴
史
的
な
書
籍
や
各
種
文
献

資
料
、
第
２
資
料
室
に
北
海

道
の
文
化
財
指
定
を
受
け
た

女
満
別
石
刃
続
遺
跡
出
土
資

料
を
展
示
保
存
し
て
い
ま
す
。

　
施
設
の
老
朽
化
か
ら
慢
性

的
な
雨
漏
り
が
生
じ
て
お
り
、

第
１
資
料
室
資
料
の
保
存
状

況
が
極
め
て
悪
化
し
、
令
和

５
年
以
降
、
当
該
資
料
室
を

閉
鎖
し
て
い
ま
す
。

　
保
存
状
況
が
悪
く
な
っ
た

民
具
等
に
つ
い
て
は
、
文
化

財
保
護
審
議
会
に
諮
り
、
整

理
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
町
内
で
の
郷
土
資
料
の
展

示
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年

に
オ
ー
プ
ン
し
た
東
藻
琴
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
郷
土
資
料

室
の
１
階
に
大
空
町
の
自
然

や
交
通
の
歴
史
、
ま
ち
づ
く

り
の
歴
史
を
写
真
や
パ
ネ
ル

を
使
っ
て
紹
介
し
、
２
階
は

考
古
学
的
資
料
室
と
し
て
町

内
遺
跡
で
発
掘
さ
れ
た
石
器
、

土
器
の
復
元
模
型
等
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

　
東
藻
琴
ふ
る
さ
と
資
料
館

に
は
、
ハ
ッ
カ
蒸
留
窯
や
馬

具
な
ど
の
農
機
具
、
小
型
の

民
具
を
展
示
保
存
し
て
い
ま

す
。

　
山
園
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

は
農
機
具
や
民
具
を
保
存
し

て
い
ま
す
が
、
一
般
開
放
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問
　
　
　
資
料
整
理
は
、
専
門

的
に
研
究
し
、
資
料

を
整
理
す
る
職
員
配
置
が
必

要
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
地

域
の
郷
土
史
関
係
団
体
と
の

連
携
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
対
応
方
針
を
立
て
て
い
る

の
か
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
担
当
職
員
は
、
学
芸

員
の
資
格
を
有
す
る

専
門
職
で
は
な
く
一
般
職
員

が
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

本
町
の
郷
土
史
団
体
は
、
大

空
町
郷
土
歴
史
文
化
保
勝
会

が
あ
り
、
郷
土
史
の
調
査
や

資
料
の
収
集
な
ど
、
郷
土
文

化
の
向
上
の
た
め
に
活
躍
さ

れ
お
り
、
補
助
金
を
交
付
し

て
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も

に
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
大
空
町
文
化
財
保
護
審
議

会
の
９
名
の
委
員
の
う
ち
６

名
が
保
勝
会
の
会
員
で
、
保

勝
会
の
意
見
等
も
審
議
に
反

映
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

問
　
　
　
現
在
、
研
修
会
館
施

設
整
備
計
画
を
検
討

中
と
認
識
し
て
い
る
が
、
現

研
修
会
館
資
料
室
と
の
関
係

及
び
開
拓
資
料
展
示
保
存
に

関
す
る
検
討
状
況
を
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
令
和
５
年
度
か
ら
社

会
教
育
施
設
基
本
構

想
の
策
定
に
関
す
る
業
務
を

進
め
、
今
年
度
は
基
本
構
想

の
素
案
内
容
に
つ
い
て
意
見

を
集
約
し
て
き
ま
し
た
。

　
文
化
財
や
郷
土
資
料
の
展

示
施
設
の
集
約
化
と
保
存
施

設
の
確
保
に
つ
い
て
、
一
定

の
方
向
性
を
出
す
必
要
が
あ

り
、
今
後
も
教
育
委
員
会
議

及
び
議
会
に
適
宜
相
談
し
進

め
て
い
き
ま
す
。

問
　
　
　
収
蔵
資
料
の
取
扱
い

に
つ
い
て
は
、
教
育

施
設
と
し
て
専
門
的
な
人
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
人
の

確
保
に
つ
い
て
の
教
育
長
の

見
解
を
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
本
町
の
施
設
規
模
で

の
専
門
職
の
学
芸
員

雇
用
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

　
今
後
は
、
近
隣
博
物
館
の

学
芸
員
の
方
に
、
技
術
的
助

言
、
学
習
会
開
催
等
、
広
域

的
な
協
力
を
い
た
だ
き
進
め

て
い
き
ま
す
。

問
　
　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

制
度
を
活
用
し
て
学

芸
員
が
郷
土
資
料
館
に
お
い

て
収
蔵
品
の
整
理
や
展
示
の

企
画
、
研
究
活
動
を
行
っ
て

い
る
自
治
体
が
あ
る
。

　
新
た
な
施
設
づ
く
り
や
研

修
会
館
の
建
て
替
え
に
伴
う

資
料
整
理
等
は
、
専
門
職
員

を
配
置
し
、
早
期
に
準
備
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

教
育
長

　
　
　
文
化
財
保
護
審
議
会

や
郷
土
歴
史
文
化
保

勝
会
と
連
携
し
、
近
隣
市
町

の
博
物
館
の
整
備
方
法
等
を

教
授
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

重
要
文
書
や
文
化
資
源
の
情

報
デ
ジ
タ
ル
化
を
図
る
な
ど
、

全
体
的
な
整
理
方
法
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制

度
を
活
用
し
た
専
門
職
員
を

配
置
に
つ
い
て
は
、
活
用
が

で
き
る
か
検
討
を
進
め
て
い

き
た
い
。

問
　
　
　
条
例
制
定
に
あ
た
り
、

二
酸
化
炭
素
を
排
出

し
な
い
対
応
も
重
要
で
地
域

の
方
々
の
理
解
を
進
め
る
と

共
に
町
民
の
意
見
を
聞
く
場

の
設
定
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
等
の
実
施
の
ほ
か
、

大
空
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進

委
員
会
に
諮
っ
て
意
見
等
を

聞
い
て
い
き
ま
す
。
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我が町政を問う

一
般
質
問

一
般
質
問

問
　
　
　
高
齢
化
に
よ
り
除
雪

に
対
応
す
る
人
材
の

確
保
は
非
常
に
難
し
く
な
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
除
雪
作
業
を
担
っ
て

い
た
だ
け
る
方
は
い

な
い
か
情
報
を
集
め
る
と
と

も
に
、
人
材
が
見
つ
か
れ
ば

積
極
的
に
採
用
し
、
技
術
継

承
な
ど
人
材
育
成
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
単
純
に
人
員
を
確
保

す
る
と
い
う
部
分
に

つ
い
て
は
、
賃
金
を
上
げ
る

な
ど
の
対
策
し
か
な
い
の
か

な
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

伺
う
。

町
長

　
　
　
賃
金
と
い
う
の
は
一

番
重
要
な
要
素
で
あ

る
と
の
認
識
は
持
っ
て
い
ま

す
。
町
と
し
て
も
今
後
も
安

全
な
道
路
を
維
持
し
て
い
く

た
め
、
持
続
可
能
な
体
制
の

確
保
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、

賃
金
と
い
う
と
こ
ろ
も
し
っ

か
り
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
夜
中
や
悪
天
候
で
の

作
業
な
ど
、
過
酷
で

危
険
を
伴
う
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
伴
う

対
価
は
必
要
で
あ
り
重
要
な

魅
力
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

近
隣
の
状
況
を
踏
ま
え
て
十

分
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

町
長

　
　
　
今
年
度
開
発
が
行
う

国
道
の
道
路
整
備
事

業
で
Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
た
運
転

士
だ
け
で
除
雪
が
出
来
な
い

か
と
い
う
実
証
実
験
を
行
う

よ
う
に
聞
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
今
１
台
２
名
体
制
で

行
っ
て
い
る
除
雪
を
１
名
で

行
え
る
よ
う
な
、
こ
の
人
口

減
少
の
中
に
あ
っ
て
、
今
後

を
見
据
え
し
っ
か
り
検
討
し

な
が
ら
今
後
も
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
公
共
施
設
や
指
定
管

理
に
出
し
て
い
る
施

設
、
道
の
駅
等
の
除
雪
は
町

内
の
業
者
が
現
在
直
接
請
け

負
っ
て
行
っ
て
い
る
状
況
で

す
が
、
高
齢
化
に
よ
っ
て
除

雪
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
な

い
と
い
う
状
況
も
出
て
い
ま

す
。
町
民
の
生
活
に
直
接
的

に
影
響
が
出
る
と
考
え
る
と
、

町
と
し
て
も
対
応
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
公
共
施
設
の
除
雪
は
、

指
定
管
理
者
自
ら
が

建
設
業
者
等
の
民
間
に
委
託

し
て
い
る
箇
所
が
多
数
あ
る

も
の
と
思
い
ま
す
。
今
後
、

民
間
に
お
い
て
人
員
不
足
等

に
よ
り
、
除
雪
の
委
託
が
出

来
な
い
と
な
れ
ば
、
各
施
設

の
職
員
が
対
応
す
る
ほ
か
、

職
員
で
対
応
出
来
な
い
場
合

に
は
、
役
場
の
直
営
で
実
施

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
民
間
企
業
も
役
場
も

ど
ち
ら
も
対
応
出
来

な
く
な
る
。
町
民
に
不
便
を

強
い
る
こ
と
に
な
ら
な
い
よ

う
対
応
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
効
率
的
な

除
雪
体
制
を
整
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
民
間
企
業
と
の
協
力

体
制
の
構
築
と
い
う

の
も
一
つ
の
解
決
策
で
あ
る

の
か
な
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。

過
去
に
建
設
業
協
会
で
作
っ

て
頂
い
た
総
合
管
理
協
同
組

合
と
い
う
と
こ
ろ
に
指
定
管

理
を
し
て
行
っ
て
き
た
経
過

が
あ
り
ま
す
。
新
た
に
民
間

企
業
と
協
力
関
係
が
構
築
で

き
る
の
か
そ
う
い
っ
た
こ
と

も
検
討
し
、
実
現
可
能
な
と

こ
ろ
か
ら
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

大空町内の除雪について 人口減少を見据えた中
で、生活に直結する除雪
の課題について、　今か
ら考えていく必要がある
ため質問しました。

問
　
　
　
民
間
企
業
に
は
機
械

や
労
働
力
も
備
え
て

い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
リ
ソ

ー
ス
を
う
ま
く
活
用
す
る
こ

と
が
、
問
題
解
決
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
な
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
町
長

　
　
　
民
間
企
業
に
は
、
建

設
機
械
や
労
働
力
は

大
切
な
資
源
で
す
の
で
、
建

設
業
協
会
と
も
協
議
し
て
い

く
機
会
を
設
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
一
番
は
町
民
の
生
活
、
冬

季
間
に
お
け
る
生
活
に
支
障

の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
町

民
、
企
業
の
力
も
借
り
な
が

ら
、
町
民
の
生
活
に
支
障
の

な
い
よ
う
に
今
後
も
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

川
かわ

村
むら

　 淳
じゅん

 議員
👈　川村議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。（2時間 1分 25秒から）

将
来
の
除
雪
体
制
の
確
保
に
つ
い
て

町
長
▼
民
間
企
業
と
の
連
携
も
協
議
し
体
制
強
化
を
検
討

除雪作業の様子

問
　
　
　
今
後
の
教
育
施
設
の

利
用
に
つ
い
て
、
特

に
大
空
高
校
女
満
別
キ
ャ
ン

パ
ス
と
豊
住
交
流
セ
ン
タ
ー

の
利
用
の
考
え
方
に
つ
い
て

伺
う
。

町
長

　
　
　
本
年
９
月
21
日
、
22

日
の
２
日
間
、
豊
住

交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
プ

ロ
ト
オ
オ
ゾ
ラ
で
政
策
提
言

い
た
だ
き
ま
し
た
、
大
空
、

遊
ぶ
、
学
ぶ
と
廃
校
ホ
テ
ル

を
掛
け
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト

を
実
証
実
験
と
し
て
実
施
し

ま
し
た
。
参
加
い
た
だ
い
た

皆
様
か
ら
は
大
変
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
の
評
価

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回

の
実
証
実
験
で
発
見
出
来
た

課
題
等
も
複
数
あ
り
課
題
を

十
分
に
精
査
し
、
次
の
ス
テ

ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
長

　
　
　
両
施
設
に
係
る
今
後

の
利
用
方
法
、
方
針

に
つ
い
て
、
現
段
階
の
教
育

委
員
会
と
し
て
は
、
大
空
高

校
女
満
別
キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ

い
て
は
、
研
修
会
館
建
て
替

え
工
事
に
伴
う
代
替
施
設
に

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
豊
住
交
流
セ
ン
タ
ー
の
利

用
方
法
に
つ
い
て
は
、
住
吉

及
び
豊
里
地
区
の
自
然
環
境

の
す
ぐ
れ
た
地
域
性
を
生
か

し
、
地
域
住
民
と
町
外
者
の

交
流
や
民
間
と
の
協
力
な
ど
、

広
い
視
点
で
検
討
を
し
て
い

く
こ
と
が
肝
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
ち
づ
く
り

推
進
室
参
事

　
　
　
　
　
プ
ロ
ト
オ
オ
ゾ

ラ
の
実
証
実
験

に
は
８
名
の
方
に
ご
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ブ
ッ
シ

ュ
ク
ラ
フ
ト
体
験
や
校
舎
で

の
宿
泊
や
校
庭
で
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど
高
校
生
が
中
心

と
な
っ
て
考
え
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

生
涯
学

習
課
長

　
　
　
女
満
別
キ
ャ
ン
パ
ス

に
つ
い
て
は
、
令
和

３
年
度
か
ら
学
校
開
放
事
業

と
し
て
、
大
空
町
空
手
道
協

会
、
大
空
町
剣
道
連
盟
、
女

満
別
龍
舞
隊
、
大
空
リ
ト
ル

シ
ニ
ア
が
そ
れ
ぞ
れ
利
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
不
定
期

の
利
用
団
体
と
し
て
大
空
陸

上
競
技
協
会
、
女
満
別
野
球

少
年
団
、
女
満
別
及
び
東
藻

琴
中
学
校
両
野
球
部
並
び
に

大
空
町
盆
踊
り
保
存
会
の
練

習
等
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
７
月
26
日
に
は
国

内
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー

グ
の
北
海
道
イ
エ
ロ
ー
ス
タ

ー
ズ
と
東
レ
ア
ロ
ー
ズ
静
岡

の
両
チ
ー
ム
が
、
小
中
学
校

生
へ
の
技
術
指
導
や
親
善
試

合
に
ご
利
用
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
す
。

生
涯
学
習

課
参
事

　
　
　
　
　
豊
住
交
流
セ
ン

タ
ー
は
、
町
民

相
互
ま
た
は
町
外
者
と
の
交

流
、
芸
術
文
化
及
び
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
の
拠
点
と
し
て
位

置
づ
け
た
社
会
教
育
施
設
で

あ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
拠
点
と
し
て
利
用
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
令
和

５
年
度
の
施
設
利
用
者
は
１
，

３
７
９
名
、
そ
の
う
ち
１
，

３
７
５
名
が
ア
リ
ー
ナ
の
利

用
で
す
。
総
合
型
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動
と
し
て
、

豊
住
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
少
年
団

の
練
習
、
不
定
期
な
が
ら
卓

球
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
例
年
９
月
に
行
わ
れ
る
豊

住
ふ
る
さ
と
祭
り
の
際
は
、

地
域
の
方
が
主
体
と
な
っ
て

施
設
全
体
を
利
用
し
て
い
ま

す
。問

　
　
　
プ
ロ
ト
オ
オ
ゾ
ラ
の

社
会
実
装
に
向
け
て

の
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
関
係
人
口
の
創
出
、

拡
大
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
大
空
町
の
認
知

度
向
上
、
移
住
定
住
の
促
進
、

そ
し
て
そ
の
先
に
は
、
消
滅

可
能
性
自
治
体
か
ら
の
脱
却

と
い
う
大
き
な
課
題
解
決
に

つ
な
が
る
重
要
な
取
組
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
プ
ロ
ト
オ
オ
ゾ
ラ
の
提
言

に
あ
っ
た
廃
校
ホ
テ
ル
に
つ

い
て
は
、
実
現
は
正
直
な
か

な
か
厳
し
い
と
思
い
ま
す
が
、

大
空
町
の
物
的
、
人
的
資
源

を
幅
広
く
活
用
し
、
関
係
人

口
の
創
出
拡
大
に
向
け
た
取

教育施設の利用について
プロトオオゾラの提言が
実現されることを望みま
す。

組
を
、
企
業
な
ど
と
の
協
働

も
念
頭
に
模
索
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
豊
住
交
流
セ
ン
タ
ー

の
保
守
管
理
の
考
え

に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
豊
住
交
流
セ
ン
タ
ー

の
利
用
状
況
に
つ
い

て
は
、
担
当
の
説
明
に
も
あ

っ
た
と
お
り
、
そ
の
多
く
が

ア
リ
ー
ナ
利
用
者
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
体
育
館
の
修
復
工

事
を
先
行
し
て
行
う
な
ど
、

財
政
負
担
の
平
準
化
を
図
り

な
が
ら
、
町
長
部
局
と
も
協

議
し
な
が
ら
利
用
者
の
支
障

に
な
ら
な
い
よ
う
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

森
もり

賀
か

 祐
ゆう

司
じ

 議員
👈　森賀議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。（45分 28秒から）

元
教
育
施
設
の
今
後
の
利
用
に
つ
い
て

町
長
▼
プ
ロ
ト
オ
オ
ゾ
ラ
の
実
証
実
験
を
ふ
ま
え
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ

　　　豊住交流センター　廃校ホテル実証実験 実証実験
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議会報告会・町民と の意見交流会を開催
令和６年度

議
会
報
告
会

議
会
報
告
会

主な質問・意見等 議会側の回答
●網走方面の学校の通学バスの助成をしていただいてい
るが、親の負担は総額になると結構な額になり、大変
だという話を聞いている。助成額の増額をお願いした
い。

♦通学バスの助成については、実際に利用されている方
の要望を確認していきたいと思います。

●教育文化会館の照明について、トイレと駐車場がある
ほうから来るところが、特に公演等が終わって帰る時、
足元が見えないような状況になっている。何とか明る
くしていただきたい。

♦町のほうに申入れをします。

●殺傷事件の報道を多く見かける。町内での事件防止の
ため、町の公共施設に防犯カメラを設置出来ないか。

♦町でも防犯カメラを設置しています。特に学校付近に
は、防犯カメラをつけています。年度ごとに台数を増
やしていますが、町に申し入れしたいと思います。

●認定こども園ひがしもことの定員に対して人数が少な
いという話があったが、二つの認定こども園が一つで
賄える人数になった場合、今後のことはどう考えるの
か。

♦他町村から一定期間預かる保育園留学制度を道内でも
行っている町があるので、参考にしながら、今後検討
していきたいと思います。

●小学校、中学校含めて、女満別、東藻琴と区域はあるが、
認定こども園については、女満別は定員オーバーして
いる。東藻琴が足りないのであれば、例えば開陽など、
女満別の東藻琴に近い地域の人たちに、東藻琴に来て
いただければ、同じ大空町の中での調整ができるので
はないかと思う。

♦認定こども園については、女満別地区から東藻琴に通っ
ている方もいるようです。今後検討していく課題とい
うことでご理解いただきたいと思います。

●東藻琴芝桜公園の大規模改修について、地域おこし協
力隊の制度等を利用して、専門の人を採用していただ
くことが出来ないか。

♦地域おこし協力隊の制度を上手く利用するよう、町の
ほうに申し入れをしていきたいと思います。

●東藻琴芝桜公園について、コンサルにお任せすると、
コンサルなりの回答しか出てこない。議会も住民も、
中間報告を聞いて意見を述べる場を作っていただきた
い。年中通して使える芝桜公園にしていただきたいの
で、議会としても検討してください。

♦町民の皆さんの意見もお聞かせをいただきながら進め
ていきたいと思います。

●東藻琴芝桜公園の大規模改修について、どのような改
修になるのか。決まっている範囲で教えていただきた
い。

●芝桜まつりが開催されている時期は、観光客が入って
賑わっているが、まつりが終わった途端、人がいなく
なって閑散としている。網走市のてんとらんどのよう
な施設があれば、子どもを連れて利用したい。

♦これから町民の方たちの意見を聞く機会を設けて、詰
めていく段階になります。若い人たちの意見を聞きた
いので、説明会にぜひ参加していただければと思いま
す。

　大空町議会の活動内容を報告するとともに、町民の皆さんと「まちづくり」について語り合
う『令和６年度　議会報告会・町民との意見交流会』を１月25日に開催しました。
　50名の方の参加をいただいて、たくさんのご意見等をいただきましたので、主な内容をお知
らせします。

主な質問・意見等 議会側の回答
●廃棄物中間処理施設について、大空町が１回候補地か
ら抜けると聞いている。

●次の世代や町のために、大変重要な事業だと思ってい
る。後退することなく進めるように議会もバックアッ
プしていただければ。

♦１市４町で 12月末までに候補地を出してくださいとな
りました。

♦その中で、どこも候補地が出せなくて、今回新たな話
の中では、１市５町それぞれが町有地を出すことにな
りました。今度は第三者を入れた検討委員会で廃棄物
中間処理施設の候補地について検討し、決定していく
と聞いています。

●１市５町で計画されていた廃棄物中間処理施設が白紙
撤回されてしまった。町民が理解できる説明や調査結
果を報告してもらいたい。

♦今回、白紙撤回に至った経緯についての検証をすると
いう報告を受けています。今後の検証委員会の中で報
告が出ると思います。

●人口減少問題について、全国的に男子の未婚率が３割
を超えている。農家の後継者も未婚が多い傾向にあり、
農家戸数の減少の要因にもなりかねない。議会でどう
いう考えを持っているかお聞きしたい。

♦農家戸数を維持していくことが町にとって重要だと思
います。

●女満別から東藻琴に行く際、日進から稲富線に抜けて
東藻琴に入るＴ字路がある。東藻琴から女満別に帰る
ときに、電気の付いた看板があるけど、看板と交差点
の距離が近過ぎて、通り過ぎてしまう。夜危ないので、
街灯があったほうがいいのかなと思う。

♦道が分かりにくいため、女満別から来たときの真っす
ぐ前の看板と東藻琴から行ったときの左折の看板を町
で設置したが、網走市の区域であるため、十分に検討
していきたいと思います。

●飲食業が繁栄すれば、町全体が潤うと言われているが、
タクシーは７時半で終わってしまう。75歳以上にはタ
クシー券を交付している。せっかくタクシー券を交付
しているのであれば、活用できる時間帯に乗車できる
よう調整をとれないのか。

♦町のほうにも意見としてお伝えしたいと思います。

●外出支援タクシー券が１枚 3,000 円では使いにくい。
１枚 1,000 円や 500円にしてくれたら使いやすい。

♦使いやすいタクシー券にしていくことが大切ですので、
十分協議させていただきます。

●子供たちが一生懸命頑張って、全道大会なりに上がっ
たときに、町の対応はどうなっているのか。勝ち進ん
だときに、勝って喜ぶ親と、勝って喜べない親がいる。
遠征費がかかるから。結果を残した子供たちに対して
は、町もしっかり応援してもらいたい。

♦スポーツ協会に全道大会出場の際、要件を満たすと補
助金をもらえます。１泊や２泊、夏休みや休日期間で
あれば、スクールバスを全道大会に使わせていただく
こともあります。

♦負担が減るような方法を検討していきたいと思います。
●若い人に集まってもらって、大空町をどうしていくの
がいいのかということをやれば、この意見交流会もよ
り有効になるのではないか。

♦若い方の意見も大切にして進めていくことが大事だと
思っています。

♦もしお気づきの点があれば、周りの議員に言っていた
だきたいと思います。
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令和６年11月18日から21日

～バイオエネルギーセンター、
企業誘致の取り組み、議会改革の取り組み、
ボッシュ・グループの取り組みについて視察～

委員長　上地　史隆
うえ ち ふみたか

議会運営委員会行政視察報告

町田市バイオエネルギーセンターの取り組みについて（東京都町田市）
　首都圏初の乾式メタン発酵ごみ処理施設として2022年1月から供用開始し、
熱回収施設（焼却施設）、ストーカ方式焼却炉258t/日（129t/日×2炉）、バ
イオガス化施設、乾式高温メタン発酵50t/日、不燃・粗大ごみ処理施設、機械・
手選別47t/5hで、最新のプラント技術で、ごみを燃やして発生する蒸気や、
ごみを発酵させて得られるバイオガスを利用した高効率発電を行い、温室効果
ガスの削減を目指しています。
　バイオガス化施設では、ごみの分別時にリチウム電池等の混入が問題となり、
施設が休止状態でした。今後進める広域廃棄物処理施設の処理方式の審議にお
ける参考事例と認識しました。

企業誘致の取り組みについて（群馬県明和町）
　埼玉、栃木、茨城、群馬の県境で首都圏からも60キロ圏に位置している
立地条件を活用し、企業誘致を積極的に展開している群馬県明和町を視察
しました。
　企業誘致活動は土地開発公社を設置し、土地の確保と企業誘致の情報収
集と町の情報発信を一体化して取り組みました。
　大型商業施設誘致の経緯は、道路や交通量の条件は整っていましたが、大規模な土地の確保が課題でした。県と
の農地の転用手続き協議を並行して行い、用地を確保した事例説明を受けました。町や議会において、情報管理を
慎重に行い、問題意識を共有し、無事に大型商業施設（コストコ）の開店に至りました。
　多くの企業が進出し、雇用の創出や税収も増え、地方交付税を受けてない県内唯一の町となっています。
　企業誘致には、アクセス性が高い立地、発信力の高い立地が条件との説明は、本町でも対応可能であり、今後の
企業誘致施策の参考になりました。

あしかがフラワーパーク（栃木県足利市）
　足利市 にある敷地面積100,000㎡ の藤の花をメインにした通年開園の花の公
園です。
　４月中旬から５月中旬の１ヵ月間は 「ふじのはな物語～大藤まつり～」を開催。
　10月下旬からはイルミネーション 「光の花の庭」を開催し、夜景コンベンショ
ンビューローが認定する日本三大イルミネーションに選ばれています。
　四季折々、数多くの花々で彩られており国内のみならず、海外からも多くの
来園者が訪れていました。

　昼と夜の花園の魅力づくり、四季を通じた集客の工夫などは、芝桜公園の魅力化検討の参考になるものでした。

議会改革の取り組みについて（神奈川県葉山町）
　葉山町では、平成21年6月に議会基本条例を制定しています。議会基本条
例の評価・検証については、条文に照らし条文に係る取り組みの振り返り・
評価（段階評価）、条文の検証と改正等の必要性評価（管理評価）を行って
います。
　議会業務継続計画（BCP）の策定に至った経緯としては、議会の業務を継
続するために迅速な対応が求められており、災害発生時に議会の機能と権能
を維持するため、災害発生が予見される段階から、初期活動期、応急活動期、復旧活動期における行動基準を、災
害時に分かりやすくまとめて、議事機関としての対応と、一住民としても対応が即座に図れることを目的として策
定しています。

「行政視察調査を終えての所感」
　議会改革の取り組みについて、今後議会基本条例の評価・検証を行い、しっかりと取り組んでいきたいと思います。

ボッシュ・グループ本社（横浜市都築区）
　旧女満別空港跡地に自動車テストコースを開設し、自動車のブレーキシステ
ムや横滑り防止装置の研究開発を行っているボッシュ・グループ日本本社が、
2024年5月横浜市都築区に建設した新社屋を表敬訪問しました。
　「女満別のテストコースで研究開発した結果が世界の交通事故低減に貢献して
いる。」との説明を受けました。
　ボッシュ・グループの事業はモビリティ、産業機器テクノロジー、消費財、

エネルギー・ビルディングテクノロジー等の事業を展開するグローバル企業で、社会貢献にも力を入れています。
横浜市と包括連携協定を締結し、本社敷地内に都築区民文化センター（愛称：ボッシュホール）を建設し、にぎわ
いの創設、文化振興。次世代育成等地域活性化に取り組んでいます。
　大空町においても、地域とのふれあい交流事業を推進し、相互理解と協力関係を深める機会づくりに向けた情報
交流を行うことが出来ました。

　大空町議会では、より多くの

町民から意見を聴き、町民と議

会の関係をより近づけられるよ

う、議会報告会のほか、団体や

任意のグループ、次世代の担い

手などを対象とした懇談会の開

催に取り組んでいます。

　議会から各団体等へ、各団体

等から議会へ懇談会開催の申込

みを行うことができ、議会から

参加する議員は３班編成とし、

右の写真のとおりです。

　各団体等で議員と懇談したい

など希望がありましたら、議会

事務局までご連絡ください。

TEL（０１５２）７7－8106

議会の傍聴はお気軽に！議会の傍聴はお気軽に！議会の傍聴はお気軽に！
◆定例町議会は、年４回（３月・６月・９月・１２月）
開かれます。お気軽に傍聴においでください。
◆YouTubeを活用し、本会議のインターネット中継を
行っています。パソコン、スマートフォン等でご覧
いただけます。

３月定例会は、

３月５日（水）から
開かれる予定です。

大空町議会
YouTube
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会

大泉議員

１ 班

森賀議員松岡議員原本議長

川村議員

２ 班

岩原議員齋藤副議長

福田議員

３ 班

鈴木議員後藤議員上地議員

～議員と懇談しませんか～
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　僕は自分の仕事に誇りを持っています。現在は接
客業をしていますが、父が酪農の仕事をしていて、
跡を継ごうと思っていた時期もあり、1年間酪農関係
の仕事を学んでいました。ですが、父が自分の好き
なことを仕事にしていいと助言してくれたこともあり、
高校時代に働かせて貰っていた接客がメインの職場
にもう一度戻って、改めて働かせて頂きました。
　その後幾つか他の仕事もしましたが、今の仕事が
一番自分に合っていると思い、現在も接客業をして

います。
　接客業の一番の魅力は、お客様に感謝して頂ける
ところだと思っています。一度来て頂いたお客様に
また来て頂けると、とても嬉しくやり甲斐を感じます。
　今度札幌の方で接客コンテストの全道大会があり
ますので、全国大会に出場できるように頑張りたい
と思っています。
　僕は接客業を今後も続けていきたいと思っていま
す。

東
とう
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かい

林
りん

　和
かず

　滉
あき

 さん

なつかしの校舎

　開陽小学校は、川村 滝三郎氏の農場事務所を仮校舎として大正６
年東女満別尋常小学校所属奥女満別特別教授場として開校。開校当
時の児童数は10名。教員は二階堂 与四郎氏でした。
　大正９年地域住民に寄付を募り校舎を建設。その後、児童数の増
加に伴い大正15年、昭和24年、昭和34年に校舎を新築、昭和41年
には、屋内体育館が整備されました。
　学校名は、大正12年に奥女満別尋常小学校となり、昭和11年の
字名改称に伴い開陽尋常小学校、昭和16年開陽国民学校、昭和22
年開陽小学校と改まり、昭和24年学制改革で中学校が併置され、開
陽小中学校となりました。
　中学校は、昭和48年に女満別中学校へ、小学校は、平成８年に女
満別小学校へ統合となりました。小学校の卒業児童数は、640名。
中学校の卒業生徒数は、309名でした。
　校歌の作詞は、芳賀　信夫氏、作曲は、山口　祐功氏です。歌詞に「風
そよぐ丘よ　から松の梢　行く雲仰ぐかなたに　ほほえむ藻琴山　
ああ身体はつらつ　腕たくましく　誠実のつばさ　きたえる学舎　
開陽　開陽　われらの母校」と詠われています。

（参考文献：女満別町史、女満別小史、記念郷土誌ふるさと開陽、閉校記念誌学びの里）

開陽小中学校開陽小中学校

自分の仕事
について

本紙は、見やすさや読みやすさを配慮したユニバーサルデザインフォントを採用しています。
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